
裁判官の人事評価の在り方に関する研究会の設置について

平成１３年７月１６日（最高裁）

最高裁判所に「裁判官の人事評価の在り方に関する研究会」を設置

最高裁判所は，事務総局に「裁判官の人事評価の在り方に関する研究会」を設置し，裁判

官の人事評価の在り方全般について調査，検討をすることとした。

裁判官の人事評価については，本年６月１２日に公表された司法制度改革審議会の意見

において，評価権者及び評価基準を明確化・透明化するなど，可能な限り透明性・客観性を

確保するための仕組みを整備すべきであるとされた。この点については，最高裁としても，既

に司法制度改革審議会の審議の中で，人事の透明性の要請が社会一般における最近の流

れであるとの認識の上に立って，諸外国の制度等も参考にしながら，現場の裁判官の意見も

十分に聞いて，裁判官の人事評価制度の検討を進めたいとの考え方を明らかにしていたとこ

ろである。そこで，この度，司法制度改革審議会の意見を踏まえ，裁判官の人事評価制度の

具体的検討の一環として，裁判官の人事評価の在り方全般について多角的に調査，検討す

るために，事務総局に標記研究会を設置することとしたものである。

研究会のメンバーは，別紙のとおりである。

第１回研究会は，９月に開催する予定であり，調査・検討の期間は，１年間程度を予定して

いる。
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